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令 和 ６ 年 度 入 学 者 選 抜 の 概 要 

併設型高等学校 

【検査内容】 

○ 一般学力検査（５教科） 

○ 自己表現 

○ 学校独自検査 

学校によっては、面接・作文・

小論文・実技検査・自校作成

問題による学力検査等の学

校独自検査を行います。 

【検査内容】 

○ 学力検査 

（自校作成問題

による国・数・英

の３教科） 

○ 自己表現 

○ 学校独自検査 

高等学校定時制課程 

高等学校フレキシブル課程 

選
抜
日
程
（
２
月  

日
～
２
月  

日
） 

高等学校全日制課程 

【検査内容】 

○ 一般学力検査 

（原則５教科※） 

○ 自己表現 

○ 学校独自検査 
 
※ 外国人生徒等の特

別措置の対象者は

国・数・英の３教科及

び作文・面接 一
次
選
抜 

【合格者の決定】 

学力検査、調査書、自己表現及び学校独自検査の 

結果を総合的に判断して決定します。 

なお、特色枠による選抜を実施した学科・コースに 

あっては、特色枠による選抜により合格者を決定し 

た後、一般枠による選抜により合格者を決定します。 

(

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
は
３
月 

日) 

選
抜
日
程
（
３
月  

日
） 

【検査内容】 

○ 自己表現 

○ 学校独自検査 

二
次
選
抜
（
入
学
定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
実
施
） 

【合格者の決定】 

調査書、自己表現及び学校独自検査の結果を総合的に判断して決定します。 

27 
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22 

 

＜特色枠による選抜＞ 
・ 学科・コースの特色が出る
内容で実施する選抜方式 

・ 入学定員の 50％以内で合格
者を決定 

・ 特色枠による選抜を実施し
ない学科もあります。 

＜一般枠による選抜＞ 
・ 全ての学科・コースで統一
的に実施する選抜方式 

・ 入学定員の 50％以上の合格
者を決定 
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（ii） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選抜 ①帰国生徒及び外国人生徒等の特別入学に関する選抜  ②連携型中高一貫教育に関する選抜 

定員 入学定員外で各高等学校２人以内 入学定員の範囲内で、高等学校長が定めます 

出願 

資格 

＜帰国生徒＞ 

日本国籍等で高等学校入学資格を有し、次のａ

からｄまでのいずれかに該当する者 

ａ 海外在住期間が２年以上３年未満で、帰

国後の期間が１年以内の者 

ｂ 海外在住期間が３年以上４年未満で、帰

国後の期間が２年以内の者 

ｃ 海外在住期間が４年以上９年未満で、帰

国後の期間が３年以内の者 

ｄ 海外在住期間が９年以上で、帰国後の期

間が６年以内の者 

＜外国人生徒＞ 

外国籍を有する者で、中学校卒業又は卒業見込

み、かつ、原則として、入国後の在日期間が６年

以内の者 

連携型中学校を令和６年３月に卒業する見込みの者

で、次の条件を満たす者 

(ｱ) 当該学校を志望する動機・理由が明白かつ適切

であること 

(ｲ) 当該学校に対する適性、興味・関心及び学習意

欲を有すること 
 

連携型高等学校名 連携型中学校名 

県立加計高等学校 
安芸太田町立加計中学校 

安芸太田町立安芸太田中学校 

県立加計高等学校芸北分校 北広島町立芸北中学校 

県立御調高等学校 尾道市立御調中学校 

県立油木高等学校 
神石高原町立神石高原中学校 

神石高原町立三和中学校 

県立賀茂北高等学校 東広島市立豊栄中学校 

 

高等学校通信制課程 

【検査内容】 

○ 自己表現 

○ 学校独自検査 

【検査内容】 

○ 学力検査（国・数・英）

○ 自己表現 

○ 作文・面接※ 

○ 学校独自検査 
 
※ 併設型高等学校は面接 

【検査内容】 

○ 自己表現 

○ 学校独自検査 

【合格者の決定】 

出願書類、自己表現及び

学校独自検査の結果を

総合的に判断して決定

します。 

【合格者の決定】 

中高連携した学習のまと

め、調査書、自己表現及び

学校独自検査の結果によ

って総合的に判断して決

定します。 

【合格者の決定】 

学力検査、自己表現、作文、面

接及び学校独自検査の結果並

びに出願書類に基づいて総合

的に判断して決定します。 

高等学校全日制課程 

帰国生徒及び外国人生徒等 

の特別入学に関する選抜 

連携型高等学校 

連携型中高一貫教育

に関する選抜 

 

選抜日程： 

２月 27 日～２月 29日 

選抜日程： 

２月 28 日～２月 29日 

選抜日程： 

校長が別に定めます 

連携型中学校の生徒を対象にした連携

型高等学校における選抜です。（下表②） 

帰国生徒及び外国人生徒等を対象

にした選抜です。（下表①） 



(iii) 
 

 

 

  

  

入 学 者 選 抜 実 施 内 容 シ ー ト の 見 方 
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(iv) 
 

次の内容は「一次選抜」の入学者選抜実施内容シートの見方についてまとめたものです。 

「二次選抜」、「連携型選抜」及び「通信制の課程の選抜」についても、この見方に準じます。 

 

 

１ 「教育目標」「育てたい生徒像」「入学者受入方針」 

○ 「教育目標」とは、その高等学校や学科・コースで、どのような教育活動を行っていくのかを

示したものです。 

○ 「育てたい生徒像」とは、その高等学校や学科・コースでの生活や教育活動を通じて、どのよ

うな生徒に育てたいのかを示したものです。 

○ 「入学者受入方針」とは、「教育目標」や「育てたい生徒像」を踏まえて、入学時に期待される

生徒像を示したものです。 

 

２ 入学定員 

入学できる人数を示したものです。一次選抜の定員は「入学定員」と同じです。 

ただし、秋季入学のための選抜を実施する学校（広島市立広島みらい創生高等学校を除く。）に

あっては、入学定員から秋季入学のための選抜の定員を除いた人数、連携型高等学校にあっては、

入学定員から連携型中高一貫教育に関する選抜の合格者数を除いた人数、併設型高等学校にあって

は、入学定員から併設型中学校からの入学予定者の数を除いた人数が一次選抜の定員となります。 

 

３ 「特色枠による選抜」「一般枠による選抜」及びその割合 

○ 「特色枠による選抜」を実施する学科・コースにあっては、「特色枠による選抜」により合格者

を決定した後、「特色枠による選抜」で合格者とならなかった全ての受検者から、「一般枠による

選抜」により合格者を決定します。 

なお、「特色枠による選抜」と「一般枠による選抜」はどちらか一方を選んで出願するものでは

ありません。 

○ 「割合(%)」の欄の数字は、入学定員に対する割合を示しています。 

○ 「特色枠による選抜」を実施しない学校又は学科については、「特色枠による選抜」の欄が全

て空白になっています。 

 

４ 配点の比重 

○ 「特色枠による選抜」の学力検査、調査書、自己表現及び学校独自検査の配点の比重は、各高

等学校において定めます。 

  この例では、学力検査、調査書及び自己表現の配点の比重が４：４：２となっています。これ

は、学力検査、調査書及び自己表現の合計を 10 割として、学力検査と調査書の配点をそれぞれ

４割、自己表現の配点を２割で計算し直すことを意味しています。 

  なお、学校独自検査をする高等学校では、その配点の比重も記載します。 

また、（  ）に記載されている数値は、学力検査、調査書及び自己表現の合計を 1,000 点満

点とした配点です。この例では、学力検査、調査書、自己表現及び学校独自検査の配点をそれぞ

れ、400点、400点、200点、200点に換算します。 

○ 「一般枠による選抜」の学力検査、調査書及び自己表現の配点の比重は、全ての高等学校にお

いて、６：２：２となっています。 

 

 



(v) 
 

５ 学力検査の実施内容 

原則として、国語、社会、数学、理科、外国語（英語）の５教科※１の一般学力検査を実施します。 

一般学力検査に替えて自校作成問題により学力検査を実施する高等学校では、「一般学力検査に

替えて自校作成問題により実施する学力検査」にチェック（☑）が入ります。 

 

※１ 併設型高等学校においては、国語、数学、英語の自校作成問題による学力検査を実施しま

す。また、併設型高等学校によっては、社会及び理科の一般学力検査を加えて実施する場合

があります。 

 

６ 学力検査の配点 

  一般学力検査の配点は、各教科50点満点です。※２ 

高等学校によっては、教科の配点に傾斜をかける場合があります。この例の「特色枠による選抜」

では、数学及び理科は配点を３倍にする傾斜配点を実施しており、それぞれ150点満点となります。 

 

※２ 併設型高等学校における自校作成問題による学力検査の配点は、各高等学校が定めます。 

 

７ 調査書の配点 

  調査書の配点は、第１学年及び第２学年ついては、学習の記録（評定）がそのまま記載され、第

３学年については、学習の記録（評定）を３倍して記載されます。各教科25点満点（５＋５＋15）

となり、９教科の合計は225点満点となります。 

高等学校によっては、教科の配点に傾斜をかける場合があります。この例の「特色枠による選抜」

では、数学及び理科は得点を３倍にする傾斜配点を実施しており、それぞれ75点満点となります。 

 

８ 自己表現の配点 

  自己表現の配点は、検査官一人当たり 15 点満点で、学校があらかじめ定める自己表現の検査官

の人数（２～３人）に応じて定められます。 

 

９ 学校独自検査 

  学科・コースによっては、特色に応じて実技検査や作文などの学校独自検査を実施する場合があ

ります。 

  実施内容については、検査時間も記載しています。なお、面接の時間については、目安の時間と

なります。 

この例のように、「特色枠による選抜」にのみ配点が記載されている実施内容についても、原則

として全員が受検します。 

 

10 特記事項 

 ○ 学科・コースによっては、この例のように、入寮希望調査票などの学校独自の提出書類があり

ます。 

 ○ 学科・コースによっては、併願が可能な場合があります。この例の学科を第１志望とする場合、

普通科〔●●〕コースを第２志望とすることができます。 

   そのほかにも、全国募集を実施する高等学校、技能連携を実施する学科、くくり募集を実施す

る学科については、「その他」に記載があります。 


